
平成 年度13

第３１回 全国中学校バスケットボール大会

～青い海 輝く 島根で君は神話になる～
【試合結果】 ６４NO.

男 子 決勝トーナメント

（１回戦）

平成１３年 ８月 １９日（日） １０：５５～日 時

松江市総合体育館 コート 第２試合会 場 A

習志野第一中 本 丸 中
１７―２６

結 果 ５０ ５９
３３―３３

（千 葉） （新 潟）

多 賀 谷 豊 佐 澤 晶主 審 副 審

【個人トータル表】

習志野第一中
（ 千 葉 ）

番 得点 ３ ２ 反氏 名 F
号 則P P T

５ １ １ ０ ５４ 南 田 秀 人

１２ ０ ５ ２ ３５ 須 永 祐 輔

０ ０ ０ ０ ０６ 齋 藤 雄 太

中 野 達 也７

０ ０ ０ ０ １８ 和 泉 光 二

小 山 健太郎９

２ ０ １ ０ ４10 原 田 航 平

小 林 大 貴11
伊 賀 周 平12
梅 田 篤13

２５ ０ １１ ３ ４14 高 橋 良 介

６ ０ ３ ０ ０15 渡 辺 大 樹

森 章 彦16
祐 大17 鈴 木

山 口 和 良18

５０ １ ２１ ５ １７合 計

本 丸 中
（ 新 潟 ）

番 得点 ３ ２ 反氏 名 F
号 則P P T

４ ０ ２ ０ ３４ 高 澤 雅 光

１１ １ ３ ２ ２５ 竹 内 尚 紀

１４ ０ ５ ４ ３６ 小 沢 貴 文

田 中 穏７

８ 一 生會 田

９ 石 井 優

佐 藤 直 彦10
２６ ７ １ ３ １11 田 中 利 明

中 村 慎太郎12
清 田 達 也13
田 中 淳 吉14
山 口 拓 人15
横 井 健 也16
杉 本 諒17

４ ０ １ ２ ３18 安 藤 大 地

５９ ８ １２ １２合 計 １１



【戦評】 ６４NO.

立ち上がり、習志野はマンツーマン、本丸は２－３ゾーン。開始４分過ぎまで、お互い

にあまり点が入らず４－４であったが、本丸の⑥小沢⑱安藤の２ポイント、⑪田中の３ポ

、 、 。イントがたて続きに決まり ４－ となったところで 習志野前半１回目のタイムアウト13
習志野は守りを２－３ゾーンに変えた。本丸は、２－３ゾーンを⑥小沢のポストプレー、

⑤竹内の３ポイントなどで徐々に点を開いていく。習志野は本丸の２－３ゾーンを⑭高橋

⑮渡辺のダブルポストで攻めるが、イージーシュートミスなどがあり、なかなか得点する

ことができず、前半を － で終わる。後半も、スタートは双方とも２－３ゾーン。17 26
立ち上がりに習志野がたて続けにゴールし、 － となった。そこから本丸の⑪田中が21 26
当たりに当たり、３ポイント４本、２ポイント１本を決め、⑥小沢のローポストからの攻

めも成功し、 － と習志野をつきはなした。習志野はマンツーマンに戻して当たりを24 44
強くし、ボールを奪って⑤須永⑭高橋⑮渡辺がたて続けに得点し、残り４分少しのところ

で － まで追いついた。そして⑤須永が相手チームのゴール下からのスローインのボ42 44
ールをカット、シュートを決めて同点に。逆転、再逆転が数分続いたが、残り１分６秒で

本丸⑪田中がまたしても３ポイントを決め － 。習志野は７ファールになっていたの50 54
で、本丸に続々とフリースローを決められ、 － で試合終了。本丸⑪田中の３ポイン50 59
ト７本成功は、見事であった。

記録者 津田千恵子（雑賀小）

杉谷 崇（母衣小）

【トーナメント戦績】

習志野一（千 葉） 大砂土中（埼 玉）５０ □□

□□ □□

本丸中 （新 潟） 与進中 （静 岡）５９ □□

□□ □□

湖東中 （島 根） 京北中 （東 京）６０ □□

□□ □□

厚別北中（北海道） 長丘中 （福 岡）５９ □□

清田中 （北海道） 創徳中 （三 重）□□ □□

□□ □□

飛幡中 （福 岡） 久米中 （愛 媛）□□ □□

□□ □□

布水中 （石 川） 海西中 （神奈川）□□ □□

□□

五城目一（秋 田） 湖南中 （島 根）□□ □□


